
１６ 

１１．弥生人の一生がこの安満遺跡に 

 弥生人は、地形を巧みに利用して生活していました。 

 下記３つの要素が揃って見つかった史跡は、全国でも安満遺跡だけです。 

１）居住域 

 （１）小高い乾いたところに住居を建てています。 

 （２）環濠を巡らせています。 

２）生産域 

 （１）低湿地を「生産域」として水田を営んでいます。 

３）墓域 

 やや離れたところに「墓域」設けたことがあきらかになっています。 

 

 

 

 
安満遺跡では、漆塗りのクシやカンザシが

出土しました。 

これらが縄文時代の遺跡でよく出土されてい

ることから、このエリアでは縄文人と弥生人

が出会い、共生したのではないかと言われて

います。 

組合せ式木棺 
乳児用と見られる土器棺 

左：赤漆塗りのクシ  

右：カンザシ 


